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magnetic stimulation: TMS）を用いて検討した。 
 






置した。安静時運動閾値（resting motor threshold: RMT）は、国際臨床神経生理学会の
推奨に従い、安静時の右短拇指外転筋（abductor pollicis brevis: APB）から50 μVの運
動誘発電位（motor evoked potential: MEP）が10試行中5回誘発される刺激強度とした。
MEP記録の刺激強度は安静時にAPBから2 mV MEPが記録できるように設定し、単発刺激法を
用いて計測した。また、二連発刺激法を用い、条件刺激を80% RMT、試験刺激を2 mV MEP
の刺激強度として、刺激間間隔 3 msにて短潜時皮質間抑制（short-interval 
intracortical inhibition: SICI）、刺激間間隔 15 msにて皮質間促通（intracortical 
 3
facilitation: ICF）を計測した。右APB、第一背側骨間筋（first dorsal interosseous: FDI）、



























 結 論 
 高頻度末梢神経電気刺激により、運動野興奮性の抑制だけでなく、運動野の抑制性機能
の低下も認められた。運動野興奮性の抑制に対する、生体の代償機構が働いたためと考え
られた。 
